
西宮市地域文化遺産活用事業計画
【計画の改善時期】

平成 30年度

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

33 年度

地域文化財総合活用推進事業 実施計画

兵庫県・西宮市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画に係る全体の企画、調整及び各補助事業等に関する指導等は以下の担当課が行う。
教育委員会社会教育部文化財課：各補助事業における取扱等に関する指導・調整
産業文化局文化スポーツ部文化振興課：実行委員会及び構成団体との調整・事務連絡等
産業文化局産業部都市ブランド発信課：観光業務に関連する連携等

また、補助事業は次の団体が実施する。実施期間中は補助事業にかかる書類、成果品等は実行委員会
事務局が管理し、実施期間終了後は西宮市へ継承する。

西宮市地域文化遺産活用事業実行委員会（委員長：荒木 知）
構成団体（西宮歴史調査団、大市秋の例大祭保存継承実行委員会、名塩地域文化遺産総合活用推進

実行委員会、NPO法人阪神文化財建造物研究会、他有識者、関係者により構成）

各年度の事業終了後、外部の有識者の意見聴取及び市関係機関及び実行委員会で評価会を実施し、成
果評価を行う。評価結果については、本事業の実施計画及び事業内容に反映させるほか、関係各課で実
施している関係事業へ反映できるように取組みを進める。

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

西宮市には国指定重要文化財「西宮神社大練塀・表大門」や国史跡「大坂城石垣石丁場跡東六甲石丁場跡」をは
じめ指定、未指定の特色ある文化財が所在している。こうした文化財は地域の貴重な文化遺産であり、その活用に
よる地域の活性化が望まれているところである。

そこで、「西宮市総合計画」及びその部門別計画である「文化財保存活用にしのみや計画」（平成２５年度策
定）、「西宮市文化振興ビジョン」（平成１７年度策定）に基づき、次世代への文化遺産の保存・継承・発展や文
化遺産の活用による地域の活性化を促進するため下記の取組みを実施する。

市域全域を対象としつつ、旧村落ごとに歴史的・文化的特性が異なることをふまえ、各年度に旧村落９ヶ所ごと
に主となる地域を設定し事業を実施する。多様な文化遺産が所在しているが、伝統的な祭礼行事は地域の文化遺産
であり、地域活性化の核となるものである。しかし、用具の経年劣化等に対応する経費不足等の問題を抱えてお
り、本事業ではその軽減をめざした。あわせて、記録作成事業を実施し本事業を通じて文化遺産が広く広報周知さ
れるようにした。

本事業の実施により、市民が地域の文化遺産を知る機会を充実させるとともに、市民に親しみのある文化遺産と
なるよう取組みを進める。また、本事業を通じて関係者との連携を深め、文化遺産を継続して生かすことができる
体制づくりの検討を行う。

１ 大市八幡神社秋の例大祭保存継承事業（旧甲東村地域文化財活用事業：平成２８年度）
２ 旧塩瀬村地域文化財活用事業：平成３１年度
３ 旧今津村地域文化財活用事業：平成３２年度
４ 旧西宮町地域文化財活用事業：平成３３年度

※平成３４年度は、総括評価期間
平成３５年度以降も総括評価を踏まえた上で事業を計画、実施する。

平成３１年度は旧塩瀬村地域からの名塩地域禮大祭の山車の復元・補修を主とした事業を実施する。

※文化財保存活用にしのみや計画は下記URLを参照
（https://www.nishi.or.jp/bunka/rekishitobunkazai/bunkazai/bunkazai-keikaku.html）

地域文化遺産活性化

平成 28 年度 ～ 平成

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成30年度交付決定額： 5,054 千円 平成31年度申請額： 7,479 千円

様式１－１



本件担当者連絡先

※ スペースが足りない場合は，行の高さを変更したり，ページを追加しても差し支えありません。

事業概要：
教育委員会文化財課と地域FM局が連携したラジオウォークや、現地見学会等を定期的に実施し、
地域の文化遺産を広く紹介する取組みを進めている。

事業概要：
西宮観光協会が2011年から開催する「まちたびにしのみや」において、祭礼の行われる神社など
地域の文化遺産を訪れる取組みをメニューに加え実施している。

事業概要：
西宮市民まつり（市民祭り協議会主催：107の企業団体で構成。毎年10月開催。2018年3万7千人
参加）に山車が参加し地域の文化遺産への関心を高める取組みを実施。

俵谷 和子

ひょうたに かずこ

住所

 10 その他事業（自主財源，民間団体，他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

〒662−0944 兵庫県西宮市川添町15番26号

ＴＥＬ

Ｅ-mail

想定される効果
（１）伝統的な祭礼行事の実施により、当該地域に特徴的な歴史への関心の向上が期待できる。
（２）従来祭礼に関わっていた者と新たに祭礼に関わる者との間のコミュニティが強化され、より

  多くの住民による伝統文化の継承を推進し、地域全体の活性化のきっかけとなる。
（３）市内他地域の伝統文化を継承する団体への刺激となり、団体の活動の活性化、団体間の連携

  が強化される。
（４）若い世代や新規住民が増加する地域では、次世代への伝統文化継承への参加が期待できる。
（５）事業実施した地域の核となる文化遺産について、積極的に情報を発信することが見込まれる。

「文化財保存活用にしのみや計画」は平成３４年度改訂予定であり、文化財保護法による「文化財保存活用地域計
画」の認定を受けるものへ移行予定である。本実施計画の成果も改定時に反映させることを予定している。

０７９８−３３−１７９９ＦＡＸ

地方公共団体
担当部局課

０７９８−３３−２０７４

ふりがな

担当者氏名

西宮市教育委員会社会教育部文化財課

kazuko_hyotani@nishi.or.jp

 11「文化財保存活用地域計画」の作成・認定や「文化財保存活用大綱」の策定，「歴史文化基本構想」の策定
や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等



120 %平成 33 年度目標値１： ⇒【現状値】 平成 28 年度 【目標値】100 %

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
大市地域（旧甲東村）・名塩地域（旧塩瀬村）・旧今津
村・旧西宮町の祭礼等行事への参加・集客数

関連事業: ①～⑦

地域の規模に合わせた祭礼行事への参加者数、祭礼行事時の帰省者数、祭礼行事の見学者数の増加率

進捗状況１： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

設定根拠１：

65% 65%

年度

113 % 113 % % % % %

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２：
名塩地域（旧塩瀬村）・旧今津村・旧西宮町の祭礼行
事等映像記録のDVDの貸出回数・動画再生数

関連事業: ②～⑦

平成 33 年度 150 %

設定根拠２： 地域での貸出回数、図書館等施設の貸出回数、動画再生回数の増加率

進捗状況２： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 30 年度 100 % ⇒ 【目標値】

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

% %

0%

% 100 % % %

目標区分３： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分３： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３： 大市地域（旧甲東村）の祭礼行事への参加・集客数 関連事業: ①

平成 33 年度 120 %

設定根拠３： 祭礼行事への参加者数、祭礼行事時の帰省者数、祭礼行事の見学者数の増加率

進捗状況３： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値３： 【現状値】 平成 28 年度 100 % ⇒ 【目標値】

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

% %

65% 65%

113 % 113 % % %

目標区分４： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分４： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標４： 名塩地域禮大祭（旧塩瀬村）の祭礼行事への参加・集客数 関連事業: ②③

平成 33 年度 120 %

設定根拠４： 祭礼行事への参加者数、祭礼行事時の帰省者数、祭礼行事の見学者数の増加率

進捗状況４： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値４： 【現状値】 平成 30 年度 100 % ⇒ 【目標値】

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

% %

0%

% 100 % % %

様式１－１別紙①



33 年度 150 %

【現状値】 平成 31 年度 100 % 【目標値】 平成 33 年度 120 %

【現状値】 平成 30 年度 【目標値】 平成 33 年度% %

進捗状況７： 各年度，状況値，目標に対する達成率

【目標値】 平成

年度

% % 100 % % % %

平成 29

0%

年度 平成 33 年度 平成 34 年度

% % 100 % %

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32

% %

0%

評価指標区分７： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標７：
今津地域（旧今津村）の祭礼行事映像記録のDVDの貸
出回数・動画再生数

関連事業: ④⑤

目標値７： ⇒【現状値】 平成 31 年度 100 %

設定根拠６： 祭礼行事への参加者数、祭礼行事時の帰省者数、祭礼行事の見学者数の増加率

進捗状況６： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

評価指標区分６： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標６： 今津地域（旧今津村）の祭礼行事への参加・集客数 関連事業: ④⑤

0%

平成 33 年度 平成 34

% %

目標区分６： 地域の文化資源を活用した集客・交流

% 100 % %

②③

目標値５： ⇒100 150

%

設定根拠５： 地域での貸出回数、図書館等施設の貸出回数、動画再生回数の増加率

進捗状況５： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

目標区分５： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分５：

目標区分８： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分８： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標８： 西宮地域（旧西宮町）の祭礼行事への参加・集客数 関連事業: ⑥⑦

設定根拠７： 地域での貸出回数、図書館等施設の貸出回数、動画再生回数の増加率

目標区分７： 伝統文化の継承体制の維持・確立

目標値６： ⇒

年度

その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標５：
名塩地域禮大祭（旧塩瀬村）の祭礼行事映像記録の
DVDの貸出回数・動画再生数

関連事業:

平成 33 年度 120 %

設定根拠８： 祭礼行事への参加者数、祭礼行事時の帰省者数、祭礼行事の見学者数の増加率

進捗状況８： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値８： 【現状値】 平成 32 年度 100 % ⇒ 【目標値】

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

% %

0%

% % % 100 %



% %

0%

% % % 100 %

平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

平成 33 年度 150 %

設定根拠９： 地域での貸出回数、図書館等施設の貸出回数、動画再生回数の増加率

進捗状況９： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値９： 【現状値】 平成 32 年度 100 % ⇒ 【目標値】

目標区分９： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分９： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標９：
西宮地域（旧西宮町）の祭礼行事映像記録のDVDの貸
出回数・動画再生数

関連事業: ⑥⑦



 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 大市八幡神社秋の例大祭保存継承事業（旧甲東村） 実施団体： 大市秋の例大祭保存継承実行委員会）

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 祭礼行事への参加者数、祭礼行事時の帰省者数、祭礼行事の見学者数の増加率

目標値：

～ 平成 33 年度

事業概要：
大市八幡神社秋の例大祭に曳行される太鼓台の修理・整備を行い、祭礼行事の確実な実施と継
承を図る。

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 28 年度

【現状値】 平成 28 年度 100 ％ 【目標値】 平成

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 33 年度

％

65% 65%

％ ％ ％113 ％ 113 ％

事業②：

33 年度 120 ％

33 年度 平成 34 年度31 年度 平成 32 年度 平成

名塩地域禮大祭の文化遺産（北之町の山車）記録作成事業 実施団体： 名塩地域文化遺産総合活用推進実行委員会

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

⇒

名塩地域禮大祭に曳行される山車（北之町）の修理・整備の過程、祭礼準備の様子、祭礼当日
の記録等の映像を作成し、祭礼行事の周知と継承を図る。

評価指標区分： ・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
地域での貸出回数（年間10回）、図書館等施設の貸出回数（年間30回）、再生回数（年間1000
回）の増加率

目標値： 【現状値】 平成 30 年度 100 ％ ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 150 ％

事業概要：

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

平成 32 年度 平成

％ 100 ％ ％ ％ ％ ％

0%

事業③： 名塩地域禮大祭の文化遺産（北之町の山車）整備事業 実施団体： （実施団体名を記載してください。）

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：
名塩地域禮大祭に曳行される山車（北之町）の修理・整備を行い、祭礼行事の確実な実施と継
承と活用を図る。

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 祭礼行事への参加者数、祭礼行事時の帰省者数、祭礼行事の見学者数の増加率

目標値： 【現状値】 平成 30 年度 100 ％ ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 120 ％

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

％ 100 ％ ％ ％ ％ ％

0%

様式１－１別紙②



事業④： 今津地域（旧今津村）の文化遺産（船だんじり）記録作成事業 実施団体： (今津地域実行委員会）

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 32 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：
今津地域（旧今津村）の祭礼行事に曳行される船だんじりの修理・整備の過程、祭礼準備の様
子、祭礼当日の記録等の映像を作成し、祭礼行事の周知と継承を図る。

評価指標区分： ・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 地域での貸出回数、図書館等施設の貸出回数、再生回数の増加率

目標値： 【現状値】 平成 31 年度 100 ％ ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 150 ％

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

％ ％ 100 ％ ％ ％ ％

0%

120 ％

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成

事業⑤： 今津地域（旧今津村）の文化遺産（船だんじり）整備事業 実施団体： (今津地域実行委員会）

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 32 年度 ～ 平成 33 年度

％ ％

0%

事業概要：
今津地域（旧今津村）の祭礼行事に曳行される船だんじりの修理・整備を行い、祭礼行事の確
実な実施と継承と活用を図る。

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 祭礼行事への参加者数、祭礼行事時の帰省者数、祭礼行事の見学者数の増加率

目標値： 【現状値】 平成 31 年度 100 ％ ⇒ 【目標値】 平成 33 年度

30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成

事業⑥： 西宮地域（旧西宮町）の文化遺産（神輿）記録作成事業 実施団体： （旧西宮町地域実行委員会）

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 33 年度 ～ 平成 33 年度

％ ％ 100 ％ ％

事業概要：
西宮地域(旧西宮町）の祭礼行事で曳行される神輿の修理・整備の過程、祭礼準備の様子、祭礼
当日の記録等の映像を作成し、祭礼行事の周知と継承を図る。

評価指標区分： ・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 地域での貸出回数、図書館等施設の貸出回数、動画再生回数の増加率

目標値： 【現状値】 平成 32 年度 100 ％ ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 150 ％

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

％ ％ ％ 100 ％ ％ ％

0%

30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成



120 ％

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

事業⑦： 西宮地域（旧西宮町）の文化遺産（神輿）整備事業 実施団体： （旧西宮町地域実行委員会）

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 33 年度 ～ 平成 33 年度

％ ％

0%

事業概要：
西宮地域（旧西宮町）の祭礼行事で曳行する神輿の修理・整備を行い、祭礼行事の確実な実施と継承と
活用を図る。

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 祭礼行事への参加者数、祭礼行事時の帰省者数、祭礼行事の見学者数の増加率

目標値： 【現状値】 平成 32 年度 100 ％ ⇒ 【目標値】 平成 33 年度

30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成

％ ％ ％ 100 ％


